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　印旛沼は、「恵みの沼」として、県民をはじめ印旛沼に関わる全て
の人たちの心の拠り所であり、財産であり、命の水の源でもあります。

　残念ながら印旛沼は、近年水質が全国でワースト 1 となるなど、
決して良好な状態であるとは言えません。｢ 恵みの沼」を再生し、次
世代に継承することは、現代に生きる私たちの責務であります。

　印旛沼流域水循環健全化会議は、2001（平成 13）年 10 月の会議立ち上げから現在
に至るまで、この「恵みの沼の再生」に向けた方策について議論を進めてきました。

　2004（平成 16）年 2 月には、住民と行政が一体となって、当面できることを効率的か
つ集中的に実行するために、早期に実現可能な取組と、その役割分担を明確にした「印
旛沼流域水循環健全化 緊急行動計画」を策定しました。

　この「緊急行動計画」策定後は、計画に基づいた行動の実践、計画の進捗管理と併せて、
長期的な視野での計画策定に向けた議論を進めてきました。

　そしてこの度、新たに約 20 年後の 2030（令和 12）年度を目標年次とした「恵みの沼を
ふたたび ・印旛沼流域水循環健全化計画」を策定するに至りました。

　本計画は、地域住民、市民団体、企業、学校、水利用者、行政（市町・県・国）
をはじめとする全ての関係者の、印旛沼を再生したいという想いの賜物です。関係者の
方々の真摯な議論に感謝します。

　今後は、本計画を道しるべとして、私たち一人一人が、できることを一つ一つ積み重ね
ていくことが大切です。

　「環境の世紀」「水の世紀」と言われる今世紀の早いうちに、印旛沼の再生と次世代へ
の継承を成し遂げること、印旛沼とその流域が世界に誇れる先進事例となることを切望し
ます。
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　2010（平成 22）年 2月 4日、佐倉市民音楽ホールで第 7回印旛沼再生行動大会が開催されま
した。千葉県知事及び流域 15 市町村長は、印旛沼・流域の健全な水循環系を再生し、次世代の
子どもたちに継承するため、ともに行動していくことを宣言しました。

千葉県・流域市町村の決意
～印旛沼・流域再生に向けて～
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はじめに

　私たちは、昔から印旛沼とともに生き、豊かな恵みを受けてきました。時には洪水や干ばつ

のような試練もありました。人々は印旛沼に畏敬の念を持って接し、印旛沼文化という独特の

生活文化を形成してきました。私たちは、印旛沼に安らぎを覚え、心のふるさとを感じます。

　しかし、今日の印旛沼は、近年の急激な都市化による生活環境の変化や社会経済活動等の影

響により、水質が悪化しています。水質の指標となるCODは環境基準（COD75％値：3mg/L）

を大幅に上回り、2007（平成 19）年度には、全国湖沼水質のワースト 1 となってしまいまし

た。また、印旛沼の水源（湧水）を涵養する流域の台地や、湧水が湧き出る里山や谷津の環境

が変容し、多くの在来動植物が減少・消滅する中で、ブラックバスやカミツキガメ、ナガエツ

ルノゲイトウ等の外来種が侵入・繁殖する等、生態系も日々悪化しています。

　一方、流域では、住宅開発等の急激な土地利用変化等により洪水流量が増加し、浸水等の水

害が発生しています。さらに今後、地球温暖化による影響も懸念されます。

　印旛沼は私たちの生活と流域の環境を映す鏡です。印旛沼の水質を浄化し、健全な生態系を

保全・再生するとともに、水害の軽減を図ることにより、印旛沼と共生することを目指さなけ

ればなりません。水清く、自然の恵みにあふれ、穏やかで豊かな印旛沼・流域を再生し、次世

代に生きる子どもたちに引き継いでいく必要があります。

　この「印旛沼流域水循環健全化計画」は、2030（令和12）年度の印旛沼の姿を、地域住民、

市民団体、企業、学校、水利用者、行政（流域市町・県・国）をはじめとする全ての関係者が

共有できる目標として描くものです。そして、その目標の達成に向けた、それぞれの役割分担

を明確にするものです。

　また、2014( 平成 26) 年 7 月の水循環基本法の施行及び同年 7 月の水循環基本計画の閣議

決定を受け、「印旛沼流域水循環健全化会議」及び「印旛沼流域水循環健全化計画」を、水循

環基本計画に基づく流域水循環協議会及び流域水循環計画として位置づけるものとします。　 

　本計画書は、流域水循環計画の位置づけと第 2 期行動計画の策定に合わせて、2016(H28)

年 3 月に改定しました。

　今後は、本計画に沿った取組を、関係者全員の緊密な協力と連携のもとに進め、水清く、自

然の恵みにあふれ、穏やかで豊かな印旛沼・流域を再生することを目指していきます。



朝もやの印旛沼


